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特 集 宮沢小学校（5・６年生）と

宮沢翁塾の皆さん

宮沢小学校
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皆さんの声を 

お聞かせください！

　
宮
沢
地
区
は
少
子
高
齢
化
が
進
み
、

ま
も
な
く
小
学
校
が
閉
校
す
る
。

地
域
の
存
続
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
以
上
に
行
政
の
支
援
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

　
子
ど
も
の
高
校
入
学
と

と
も
に
市
外
に
転
出
す
る

人
が
多
い
。

電
車
な
ど
の
定
期
券
の

助
成
制
度
が
あ
れ
ば
い
い
。

　
防
災
ア
プ
リ
な
ど
デ
ジ
タ

ル
機
器
の
操
作
な
ど
に
つ
い

て
移
動
市
役
所
が
家
々
を
訪

問
を
し
て
説
明
し
て
も
ら
い

た
い
。

　
防
災
行
政
無
線
中
島
中
継
局
が

機
能
し
て
い
な
い
た
め
に
宮
沢
の
奥
の

ほ
う
ま
で
電
波
が
届
か
な
い
状
況
が
続

い
て
い
る
。

早
急
に
対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
防
災
行
政
無
線
の
単
独
放
送

を
試
し
た
が
、
豪
雨
の
中
で
傘

を
さ
し
て
懐
中
電
灯
を
持
っ
て

と
非
常
に
使
い
づ
ら
い
と
感
じ

た
。

放
送
設
備
が
公
民
館
な
ど
の
室

内
に
あ
れ
ば
使
い
や
す
い
の
で

は
な
い
か
。

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
中
学
生
は
バ
ス
停
で
し
か

乗
り
降
り
で
き
ず
、
特
に
冬
場
は
暗
闇
の
中
を

一
人
で
10
分
ほ
ど
歩
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

も
う
少
し
家
の
近
く
ま
で
送
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
お
願
い
し
た
い
。 　

災
害
の
際
、
市
と
県
の

間
で
さ
ら
に
連
携
を
と
っ
て

対
処
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

テーマ

１．少子高齢化が進行する地域において
　　　地域力を維持発展させる対策について

２．高齢者社会における
　　　　　　デジタルデバイド対策について

３．災害防止対策の県と市の連携について

４．その他
　　（指定管理鳥獣対策事業交付補助金など）

1 1
月
22
日

貴重なご意見
をいただき、

　ありがとう
ございました

（金）

あ
ら
ま
し

　
尾
花
沢
市
議
会
の
広
報
広
聴
委
員
会
は
、
市
民
と
自
由
に
情
報
及
び
意
見
交
換
す

る
場
を
設
置
し
、
市
民
の
参
加
の
推
進
を
は
か
る
た
め
に
、
11
月
22
日
に
宮
沢
地
区

公
民
館
に
お
い
て
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
宮
沢
地
区
区
長
、
民

生
児
童
委
員
、
議
員
を
含
む
22
人
。
テ
ー
マ
は
左
の
黒
板
の
通
り
で
す
が
、
終
始
活

発
な
意
見
が
と
び
か
い
参
加
者
の
皆
様
か
ら
幅
広
い
視
点
で
意
見
・
要
望
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
内
容
を
受
け
て
尾
花
沢
市
議
会
は
市
政
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

除
雪
券
の
配
布
方
法
を
改
善
で
き
な
い
か
。

民
生
児
童
委
員
の
配
布
労
力
の
軽
減
が
は
か
ら
れ

る
よ
う
要
望
し
て
い
く
。

小
屋
の
解
体
費
用
を
補
助
し
て
ほ
し
い
。

小
屋
等
の
解
体
費
に
対
す
る
補
助
に
つ
い
て
は
国

や
市
な
ど
に
要
望
し
て
い
く
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
習
い
事
の
送
迎
や
、

ま
た
は
時
間
内
に
英
語
な
ど
の
習
い
事
が
で
き
る
よ
う

検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

保
護
者
か
ら
の
意
見
を
聴
き
な
が
ら
、
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
る
よ
う
引
き

続
き
要
望
し
て
い
く
。

広
報
広
聴
委
員
の
ひ
と
こ
と

　
２
回
目
の
意
見
交
換
会
を
宮
沢
地

区
公
民
館
で
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
区
長
さ
ん
、
民
生
児
童
委

員
さ
ん
の
参
加
で
し
た
が
、
今
後
各

種
団
体
と
の
率
直
な
意
見
も
交
換
で

き
る
よ
う
な
会
に
し
て
い
か
な
け
れ

ば
と
感
じ
ま
し
た
。

　
議
会
の
あ
り
方
や
、
活
動
に
つ
い

て
も
報
告
す
る
こ
と
が
で
き
、
引
き

続
き
市
政
へ
の
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
今
後
の
開
催
に
向
け
て

ご
意
見
賜
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
　
　
　
副
委
員
長　
安
井　
一
義

主
な
質
疑

1.
QQQ AAA

意見交換会
ご希望の地

域、

団体に出向
きます。議

会

事務局（☎
22－3755

）

にお問い合わ
せください。

2.
テ
ー
マ
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
要
望

第２回

意見交換会 in 宮沢地区

特
集

そ
の
他
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子育て支援 を拡充応援！！
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

　
令
和
6
年
12
月
定
例
会
が
、
11
月
29
日
か
ら
12
月
10
日
ま
で
の
12
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
一
般
会
計

補
正
予
算
、
特
別
会
計
補
正
予
算
、
条
例
の
改
正
、
名
誉
市
民
の
称
号
を
贈
る
こ
と
に
つ
い
て
、
人
事
案
件

が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
第
76
号
令
和
6
年
度
尾
花
沢
市
統
合
小
学
校
建
設
用
地
造
成
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
は
、

全
議
員
が
否
決
し
、
他
は
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

12 月
定例会

2024

児童手当拡充 補正 1,982万円

児童手当が、第3子以降3万円、高校生年代まで延長し、
所得制限を撤廃し拡充されます。

消火栓新設移設負担金　474万円
新町地内2か所、朧気地内１か所の消火栓新設、
朧気地内1か所の移設工事の負担金です。

承第９号 令和６年度尾花沢市一般会計補正予算（第８号）の専決処分の承認について
原案承認

承第10号 令和６年度尾花沢市簡易水道事業会計補正予算（第２号）の専決処分の承認について

議第64号 令和６年度尾花沢市一般会計補正予算（第９号）

原案可決

議第65号 令和６年度尾花沢市国民健康保険特別会計補正予算（第４号）

議第66号 令和６年度尾花沢市介護保険特別会計補正予算（第２号）

議第67号 令和６年度尾花沢市後期高齢者医療保険特別会計補正予算（第２号）

議第68号 令和６年度尾花沢市簡易水道事業会計補正予算（第３号）

議第69号 令和６年度尾花沢市農業集落排水事業会計補正予算（第２号）

議第70号 尾花沢市地域包括支援センターの包括的支援事業の実施に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例の制定について

議第71号 尾花沢市名誉市民の称号を贈ることについて

議第72号 尾花沢市教育長の任命について 原案同意

議第73号 令和6年度尾花沢市一般会計補正予算（第10号） 原案可決 
（賛成８、反対５）

議第74号 尾花沢市特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
原案可決

議第75号 尾花沢市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について

議第76号 令和６年度尾花沢市統合小学校建設用地造成工事請負変更契約の締結について 原案否決

議会案第３号 国民の尊厳を守るために早急に日米地位協定の抜本的改定を求める意見書の提出
について 原案可決

区　　　分 補正額 累計年間予算
一般会計 3億535万円 170億113万円

国民健康保険（事業勘定） 6,000万円 21億5,200万円

国民健康保険（施設勘定） 346万円 4億201万円

介護保険 317万円 20億4,290万円

後期高齢者医療保険 3,138万円 2億7,600万円

簡易水道事業 1,751万円 2億4,638万円

農業集落排水事業 △174万円 7,626万円

事　　　　　項 期　間 金　額
ガバメントクラウドネットワークに係る	
環境構築及び保守業務委託

令和６年度から
令和11年度まで 3,500万円

ガバメントクラウド接続に伴う	
庁内ネットワーク設定変更業務委託 令和７年度 264万円

自治体情報システム標準化に係る
サーバー機器リース

令和７年度から
令和12年度まで 2,558万円

第五次 LGWANサーバー機器リース 令和７年度から
令和12年度まで 1,056万円

市営路線バス運行業務委託 令和７年度 6,358万円
補正予算の一覧

債務負担行為補正

提出議案

債務負担行為とは…
翌年度以降に自治体が金銭的負担をする場合に、
その内容や限度額などを予算書に定めておくも
のです。つまり、債務負担行為は将来にわたる
債務を負う契約を結ぶことをいいます。
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採
択

請願第３号

日米地位協定の抜本的改定に向けた議論を！
『国民の命を守るために早急に日米地位協定の
  抜本的改定を求める意見書の提出に関する請願』

関係機関へ意見書を提出する。

全員賛成

議会発議第３号…

請 願 者 沖縄を語る会呼びかけ人 菅野 真治
沖縄に応答する会＠山形　代表 漆山 ひとみ

紹介議員 鈴木　清

請願要旨 日本の主権を守り、法律や規則を米軍が順守するよう、国会で早急に
日米地位協定の抜本的改定の議論を進めること。

行
動
す
る
議
会
で

 
 

市
民
と
共
創
す
る
ふ
る
さ
と
へ

　昨
年
、
市
民
の
参
加
推
進
を
図
る
べ
く
、
市

民
の
皆
様
と
意
見
交
換
の
場
を
設
け
、
意
見
や

要
望
を
お
聴
き
す
る
活
動
を
展
開
し
、
そ
の
声

を
市
政
に
反
映
す
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　今
年
は
巳
年
で
脱
皮
し
な
が
ら
成
長
す
る
へ
び

年
に
あ
や
か
り
、
市
議
会
も
一
皮
二
皮
む
け
た

姿
で
皆
様
の
所
へ
出
向
き
、
行
動
す
る
議
会
と

し
て
前
進
し
て
い
き
ま
す
。 議

長

菅 

野 

修 

一

議 

員 

一 

同

一 般 質 問

12 月 定 例 会 一 般 質 問

畑
中
和
恵

1)	移動市役所での期日前投票

2)	徳良湖自然研修センターの活用

3)	統合小学校のスクールゾーンと
　　　　　　　　　安全な道路の整備

鈴
木
由
美
子

1)	催し物の実施スケジュール調整

2)	回覧広報誌の冊子化

3)	学校給食と共同調理場

和
田
　
哲

1) 花笠高原荘のありかた

2)	花笠高原スキー場の魅力と整備

土
屋
範
晃

1)	福原工業団地における除排雪体制

2)	学校教育の実情と展望

青
野
隆
一

1)	学校統合の在り方

2)	土砂災害特別警戒区域

鈴
木
　
清

1)	生活交通としてのライドシェア構想を

2)	尾花沢市こども計画（素案）

3)	名木沢地区亜炭坑の空洞調査

菅
藤
昌
己

1)	本市観光や特産物の宣伝PR

2)	尾花沢のスイカ振興策

3)	独り暮らし者への支援

7人の議員は

こう質た
だした!

尾花沢どうする！どうなる？

〇囲み数字は本文に掲載
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英
語
教
育
を
推
進
す
る
目
的
と
取

り
組
み
状
況
は
？

英
語
力
を
身
に
付
け
、
英
語
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と

の
で
き
る
人
材
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
キ
ャ
ン
プ
や
英
会
話

ス
ク
ー
ル
、
全
校
へ
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
配
置
や

大
学
か
ら
講
師
を
招
い
た
教
員
の
指
導
力

向
上
の
交
流
会
、
英
語
検
定
の
検
定
料
助

成
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

英
語
検
定
の
受
験
状
況
は
？

令
和
５
年
度
の
中
学
生
の
受
験
率

は
95
％
。
準
２
級
（
高
校
中
級
程

度
）
や
２
級
（
高
卒
程
度
）
な
ど
、
上
位

の
級
を
受
験
し
た
生
徒
も
11
人
い
る
。
小

学
生
向
け
の
英
検
ジ
ュ
ニ
ア
も
17
名
が
受

験
し
た
。
今
年
度
も
28
名
が
申
し
込
ん
で

お
り
、
児
童
の
関
心
は
高
ま
っ
て
い
る
。

各
家
庭
で
英
検
の
テ
キ
ス
ト
や
単

語
集
な
ど
を
購
入
す
る
と
６
～

８
千
円
程
度
か
か
る
。
各
学
校
の
図
書
室

な
ど
に
蔵
書
さ
れ
て
い
る
か
？

蔵
書
さ
れ
て
い
る
。
進
ん
で
学
び

た
い
子
ど
も
が
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
環
境
を
整
え
て
い
る
。

一 般 質 問一 般 質 問

令
和
９
年
度
開
校
予
定
の
統
合
小

学
校
付
近
の
通
学
路
の
道
路
整
備

の
考
え
を
伺
う
。
ま
た
現
在
で
も
冬
季
間

は
歩
道
が
雪
の
壁
に
覆
わ
れ
て
児
童
や
歩

行
者
の
安
全
が
危
惧
さ
れ
る
。
地
域
住
民
、

子
ど
も
達
の
安
全
面
へ
の
対
応
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

（
教
育
長
）
子
ど
も
達
や
地
域
住

民
の
安
全
密
度
を
高
め
て
い
く
こ

と
が
必
要
。
今
後
も
継
続
的
に
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
地
域
課
題
で
あ
る
。

開
校
に
伴
い
市
道
Ⅰ
―
26
号
線
の

交
通
量
の
増
加
も
予
測
さ
れ
る
。

子
ど
も
の
目
線
で
信
号
機
が
見
え
る
よ
う

な
歩
道
の
除
雪
、
ま
た
除
雪
し
や
す
い
よ

う
な
道
路
整
備
を
し
て
い
く
べ
き
と
考
え

る
が
市
長
の
お
考
え
を
伺
う
。

（
市
長
）
周
辺
の
交
差
点
や
見
通

し
の
悪
い
箇
所
を
今
後
２
年
間
か

け
て
事
前
に
点
検
し
、
開
校
以
降
の
冬
の

安
全
確
保
に
備
え
る
。
通
学
路
に
つ
い
て

は
関
係
機
関
と
連
携
し
安
全
点
検
を
合
同

で
実
施
し
、
１
年
を
通
し
て
歩
行
者
や
車

両
が
安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う
維
持
管
理

に
努
め
る
。

「
食
」
を
通
し
て
「
生
き
る
こ
と

を
学
ぶ
」
学
習
も
大
切
だ
。
小
規

模
校
で
実
践
し
て
き
た
野
菜
の
栽
培
、
収

穫
、
販
売
ま
で
を
学
べ
た
こ
と
は
貴
重
な

体
験
学
習
で
あ
る
。
統
合
小
学
校
で
実
施

す
る
の
か
。
新
校
舎
建
設
の
議
論
よ
り
市

民
は
教
育
の
新
た
な
取
り
組
み
を
期
待
し

て
い
る
。
ま
た
議
会
か
ら
の「
地
産
地
消
」

の
給
食
推
進
の
要
望
も
あ
る
。
地
域
食
材

の
使
用
回
数
を
増
や
す
の
か
。

現
時
点
で
、
こ
れ
ま
で
小
規
模
校

で
実
践
し
て
き
た
学
習
活
動
は
難

し
い
。
自
校
給
食
を
活
か
し
「
安
心
・
安

全
な
食
の
提
供
」「
食
育
の
充
実
」
に
努

め
る
。

現
在
、
調
理
師
の
新
規
正
職
採
用

は
し
て
い
な
い
が
、
調
理
室
で
の

炊
き
出
し
な
ど
災
害
対
応
に
も
備
え
、
職

員
体
制
の
充
実
を
図
れ
な
い
か
。

職
員
は
増
や
さ
な
い
。

給
食
提
供
数
が
減
少
す
る
共
同

調
理
場
の
今
後
の
運
営
計
画
は
。

ふ
る
さ
と
振
興
公
社
と
の
協
議
は
。

新
た
な
中
学
校
校
舎
建
設
が
検

討
さ
れ
る
際
に
再
検
討
す
る
。

冬
季
間
も
安
全
な
通
学
路
の
確
保
を

統
合
小
学
校
で
食
育
の
充
実
を

子
ど
も
の
目
線
に
立
っ
て
検
討
す
る

ふ
る
さ
と
愛
の
醸
成
に
繋
げ
る

畑
はた

中
なか

 和
かず

恵
え

 議員

問答

これからも

頑張って

いかなきゃ

問問

問

問

問

答答

答

答答

玉野小学校で栽培販売したもち米

歩行者が見えない道路

英検取得は、大学受験や就職のアドバンテージ。

やれないの       

  ではない。

やらないのでは。

問答

Ｈ
29
年
提
出
の
提
言
書
に
お
け
る

現
状
と
課
題
に
つ
い
て
再
確
認
し

た
い
。
特
に
経
常
収
支
の
推
移
を
ど
う
捉

え
て
い
る
か
。

Ｈ
６
年
度
か
ら
黒
字（
指
定
管
理・

委
託
料
含
む
）
は
５
回
の
み
。

売
上
総
利
益
と
費
用
の
推
移
は
ど

う
か
。

光
熱
費
が
ほ
ぼ
同
額
で
推
移
し
、

黒
字
年
度
で
も
支
出
全
体
の
約

34
％
を
占
め
る
。

Ｈ
29
年
度
以
降
の
修
繕
費
は
。

花
笠
高
原
荘
と
御
所
の
湯
を
合
わ

せ
て
年
間
約
２
３
０
万
円
を
毎
年

支
出
し
て
い
る
。

昨
今
の
外
部
環
境
の
変
化
は
。

民
間
企
業
な
ど
に
よ
る
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
観
光
客
の
積
極
的
な
受
入
れ

に
よ
り
、
花
笠
高
原
エ
リ
ア
全
体
の
活
か

し
方
が
期
待
で
き
る
。

地
域
の
声
を
大
切
に
す
る
今
後
の

取
り
組
み
は
。

鶴
子
地
区
と
の
話
し
合
い
を
12
月

に
開
催
す
る
予
定
で
、
今
後
と
も

受
託
者
や
住
民
と
協
力
し
な
が
ら
エ
リ
ア

全
体
の
発
展
に
取
り
組
み
た
い
。

こ
れ
か
ら
の
事
業
の
方
向
性
は
。

提
言
書
提
出
以
降
の
地
区
と
花
笠

高
原
荘
の
関
わ
り
を
検
証
し
、
現

状
を
踏
ま
え
た
あ
り
方
を
見
定
め
た
い
。

本
市
英
語
教
育
の
推
進
状
況
は

花
笠
高
原
荘
を
ど
う
し
て
い
く
か

中
学
生
95
％
が
英
検
に
挑
戦

今
後
の
あ
り
方
を
見
定
め
た
い

和
わ

田
だ

 　哲
さとし

 議員

土
つち

屋
や

 範
のり

晃
あき

 議員

問答問

問問

問問 問

問

問

問

答答答

答答 答

答

答答

尾花沢生まれを

強みに。

 教育への投資を。

花笠高原イイところ♪

薬湯風呂は効く～✦

問答

鈴
すず

木
き

由
ゆ

美
み

子
こ

 議員
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一 般 質 問一 般 質 問

校
名
は
、
全
児
童
生
徒
の
投
票
で

決
定
し
、
校
歌
は
市
民
公
募
型
と

し
て
は
ど
う
か
。

校
名
は
、
統
合
準
備
委
員
会
で
案

を
絞
り
込
む
協
議
が
行
わ
れ
お

り
、
校
歌
は
、
市
民
か
ら
フ
レ
ー
ズ
な
ど

を
頂
戴
す
る
こ
と
も
選
択
肢
と
し
て
想
定

し
て
い
る
。

本
市
の
特
色
あ
る
教
育
の
一
つ

と
し
て
、
す
べ
て
の
児
童
生
徒
が

花
笠
踊
り
を
踊
り
、
み
ん
な
が
俳
句
を
作

れ
る
小
中
学
校
を
目
指
す
考
え
は
な
い
か
。

統
合
後
も
、『
ふ
る
さ
と
愛
の
醸

成
』
の
実
現
に
向
け
、『
花
笠
踊

り
』
と
『
俳
句
』
に
触
れ
る
機
会
の
充
実

は
、
学
校
教
育
だ
け
で
は
な
く
さ
ま
ざ
ま

な
場
面
で
継
承
さ
れ
て
い
く
と
考
え
る
。

学
区
外
通
学
の
要
件
や
手
続
き

を
公
表
し
、
寛
容
な
対
応
を
す
べ

き
と
考
え
る
。

至
急
公
表
し
、
丁
寧
に
対
応
し
た

い
。

福
原
中
学
校
の
子
ど
も
た
ち
や

保
護
者
が
、
不
安
な
く
統
合
で
き

る
よ
う
率
直
な
声
を
聴
く
べ
き
で
は
な
い

か
。

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
丁
寧
に
聞

い
て
、
対
応
で
き
る
も
の
に
対
し

て
は
十
分
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

豪
雨
水
害
に
よ
り
名
木
沢(

特
に

西
野
々)

地
区
で
は
、
田
畑
の
陥

没
や
が
け
崩
れ
が
多
発
し
て
い
る
が
、
亜

炭
鉱
と
の
因
果
関
係
が
な
い
か
。
過
去
何

箇
所
、
そ
の
事
例
が
あ
っ
た
か
。

過
去
10
年
間
で
亜
炭
鉱
害
の
認
定

を
受
け
、
亜
炭
鉱
害
復
旧
事
業
を

活
用
し
た
事
例
は
、
全
て
西
野
々
地
区
で

６
件
あ
っ
た
。

空
洞
調
査
を
行
い
、
危
険
度
を
調

べ
て
は
ど
う
か
。

ま
ず
は
豪
雨
の
際
に
発
災
し
た
土

砂
崩
れ
が
亜
炭
鉱
と
因
果
関
係
が

あ
る
か
確
認
し
た
い
。
空
洞
調
査
は
調
査

方
法
・
費
用
に
つ
い
て
、
国
や
県
へ
相
談

し
た
い
。亜

炭
廃
坑
に
よ
る
陥
没
が
、
鉱
害

と
認
定
さ
れ
れ
ば
、
国
・
県
に
よ

る
復
旧
工
事
が
行
わ
れ
る
の
か
。

亜
炭
鉱
害
の
復
旧
事
業
は
、
市

が
実
施
主
体
と
な
り
、
事
業
者

の
50
％
が
国
費
、
50
％
が
県
費
と
し
て
基

金
に
積
み
立
て
さ
れ
た
後
、
同
基
金
よ
り

補
助
金
と
し
て
82
％
、
残
り
18
％
を
市
が

負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
車
庫
棟
建
設
は

亜
炭
鉱
の
空
洞
調
査
を
行
っ
て
は
ど
う
か

過
疎
債
対
象
で
も
建
設
し
な
い

調
査
方
法
や
費
用
を
国
・
県
へ
相
談
し
た
い

青
あお

野
の

 隆
りゅう

一
いち

 議員

問答

村山、大石田、舟

形でもあるのに

なぜだ？

問

問

問問

問問問

答

答 答

答

答 答

答

昭和40年代まで栄えた亜炭鉱

陥没の相談には

温かい対応を

お願いします。

問答

庁
舎
前
に
ス
イ
カ
や
牛
を
Ｐ
Ｒ
す

る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
や
Ｐ
Ｒ
看
板
の

設
置
。
ま
た
、
市
民
み
ん
な
で
産
地
振
興

を
は
か
る
た
め
に
、
ス
イ
カ
の
理
念
条
例

を
制
定
し
て
は
如
何
か
。
ま
た
、
夏
場
の

労
働
力
の
確
保
に
つ
い
て
伺
う
。

本
市
は
、
豪
雪
地
帯
で
あ
り
、
冬

期
間
の
維
持
管
理
、
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
の
設
置
場
所
な
ど
課
題
が
あ
る
。
山
形

県
屋
外
広
告
条
例
な
ど
踏
ま
え
、
市
民
が

元
気
に
な
る
存
在
に
な
る
よ
う
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。

　
ス
イ
カ
の
理
念
条
例
に
つ
い
て
は
、
他

産
地
の
条
例
を
調
査
研
究
し
、
関
係
者
の

ご
意
見
を
踏
ま
え
て
、
条
例
の
効
果
や
必

要
性
を
検
討
し
て
い
く
。
労
働
力
の
確
保

に
つ
い
て
は
、「
尾
花
沢
市
儲
か
る
農
業

支
援
事
業
」
の
な
か
で
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
へ
助
成
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
る
。
ま

た
、
希
望
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
「
や

ま
が
た
農
業
ぷ
ち
ワ
ー
ク
」
の
取
り
組
み

や
農
福
連
携
の
取
り
組
み
も
お
こ
な
っ
て

お
り
、
様
々
な
分
野
か
ら
労
働
力
の
確
保

に
つ
と
め
て
い
く
。

ス
イ
カ
条
例
の
制
定
と
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
作
成
は

市
民
が
元
気
に
な
る
よ
う
他
市
を
調
査
し
検
討
す
る

菅
かん

藤
とう

 昌
まさ

己
き

 議員

問答問答

『台所は薬局である』

調理する人は

薬剤師でもある

鈴
すず

木
き

 　清
きよし

 議員

傍
聴
者

 
 

の
声

　

傍
聴
に
来
た
方
の
感
想

　

み
ん
な
が
「
初
め
て
議
会
の
様
子

を
見
れ
て
本
当
に
よ
か
っ
た
！
」
と

言
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
議
会
が

あ
ら
ゆ
る
市
民
の
関
心
を
、
希
望
を
、

期
待
を
背
負
っ
て
い
る
証
だ
。

　

移
動
市
役
所
は
、
市
民
も
お
お
い

に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
統
合
に
関
し
て
、
校
歌
・
校

名
な
ど
、
市
民
全
体
で
考
え
て
い
た

だ
け
る
の
が
う
れ
し
い
！

　
高
齢
者
の
移
動
手
段
に
つ
い
て
考

え
て
い
た
だ
け
る
の
は
希
望
で
す
。

　

今
年
度
の
出
生
数
が
約
30
名
の

予
想
。
子
ど
も
達
に
少
し
で
も
良
い

環
境
を
。

　
議
会
前
に
質
問
者
の
日
程
と
内

容
が
分
か
れ
ば
、
興
味
あ
る
課
題
を

傍
聴
し
た
い
。

（
回
答
）
Ｈ
Ｐ
、
地
区
公
民
館
、
悠

美
館
、
市
民
サ
ロ
ン
に
あ
る
の
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
議
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
市
民
の
意

見
を
定
期
的
に
聞
き
取
れ
る
場
や
機

会
を
も
う
け
て
、
そ
の
全
体
の
意
見

を
議
会
で
発
表
し
、
市
政
に
反
映
さ

せ
て
も
ら
い
た
い
。

（
回
答
）
意
見
交
換
会
に
つ
い
て
ぜ

ひ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日付 人数（人）

12/ ５ ２４

12/ ６ ２５

12/10 １

合 計 ５０

※アンケート回答：２０人

傍 聴 人 数

建設が進む統合小学校
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平
成
30
年
7
月
豪
雨
災
害
と
被

災
後
の
取
り
組
み
（
府
中
町
）

　
府
中
町
で
は
平
成
30
年
7
月

豪
雨
に
よ
り
、
町
内
の
各
所
で

が
け
崩
れ
や
宅
地
が
崩
壊
す
る

等
の
被
害
が
発
生
し
た
。

　
本
来
、
個
人
所
有
の
土
地
は

所
有
者
の
負
担
で
管
理
さ
れ
る

も
の
だ
が
、
早
急
な
復
旧
の
た

め
町
独
自
の
被
災
斜
面
復
旧
事

業
を
実
施
し
て
い
る
。

熊
野
東
防
災
交
流
セ
ン
タ
ー

（
熊
野
町
）

　
熊
野
町
は
町
内
を
3
つ
に
分

け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
防
災
拠
点
施

設
を
整
備
し
て
い
る
。
今
回
は
、

そ
の
う
ち
「
熊
野
東
防
災
交
流

セ
ン
タ
ー
」
を
視
察
し
た
。

　
避
難
所
施
設
で
あ
る
と
同
時

に
災
害
物
資
の
備
蓄
拠
点
と
し

て
も
機
能
を
持
た
せ
、
乳
幼
児

世
代
、
ペ
ッ
ト
同
行
避
難
、
長

期
避
難
に
備
え
た
衛
生
面
に
も

配
慮
し
て
い
る
。

ペ
ッ
ト
の
同
行
避
難
（
坂
町
）

　
坂
町
は
町
民
向
け
に
配
布
す

る
案
内
に
お
い
て
、
各
避
難
所

の
ペ
ッ
ト
避
難
の
可
否
に
つ
い

て
明
確
に
表
記
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
避
難
時
の
留
意
点
に

つ
い
て
は
、
環
境
省
が
公
表
す

る
「
災
害
時
に
お
け
る
ペ
ッ
ト

の
救
護
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

の
抜
粋
を
掲
載
し
て
い
る
。

【
所
感
】  
委
員
長  

和
田　
哲

「
ま
さ
か
、
夢
に
も
思
わ
な

か
っ
た
…
」

　
こ
の
言
葉
を
す
べ
て
の
視

察
先
で
お
聞
き
し
、
深
く
心

に
残
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
視
察
で
得
た
成
果

を
、
尾
花
沢
市
の
防
災
対
策

に
確
実
に
結
び
つ
け
ら
れ
る

よ
う
、
行
政
お
よ
び
関
係
機

関
等
と
協
力
し
な
が
ら
今
後

も
調
査
を
継
続
し
て
い
き
ま

す
。

栃
木
県
那
須
町「
議
員
コ
ラ
ム
」

　
議
員
を
紹
介
す
る
企
画
「
議

員
コ
ラ
ム
」
を
取
材
。
改
選
に

よ
っ
て
、
13
名
中
７
名
が
２
期

目
、
１
期
目
が
６
名
と
い
う
構

成
に
な
り
、
議
員
の
こ
と
を
町

民
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
実
施

し
た
。
好
評
企
画
で
あ
っ
た
が
、

全
議
員
の
紹
介
を
終
え
て
終
了

し
た
。

栃
木
県
高
根
沢
町

「
カ
フ
ェ
・
ド
・
ギ
カ
イ
」

　
カ
フ
ェ
で
お
茶
を
す
る
よ
う

な
雰
囲
気
を
目
指
し
て
開
催
す

る
よ
う
に
な
っ
た
議
会
報
告
会
。

テ
ー
マ
や
開
催
方
法
は
、
広
聴

特
別
委
員
会
で
検
討
。
年
４
回

の
開
催
で
様
々
な
団
体
と
の
意

見
交
換
を
し
て
お
り
、
そ
の
様

子
を
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
て

い
る
。

【
所
感
】  

委
員
長  

土
屋
範
晃

「
視
察
を
受
け
入
れ
て
い
た

だ
い
た
２
自
治
体
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
住
民

の
声
の
掲
載
や
２
色
刷
り
印

刷
、
Ｗ
ｅ
ｂ
版
の
カ
ラ
ー
掲

載
な
ど
、
今
後
取
り
入
れ
た

い
点
が
多
数
あ
り
ま
し
た
。

本
市
の
編
集
方
針
策
定
の
ほ

か
、
改
善
で
き
る
点
は
取
り

入
れ
て
い
き
ま
す
。

木
更
津
市　
「
き
さ
ら
づ
健
康

ア
プ
リ『
ら
づ
Ｆ
i 

t
』の
取
組
」

　
民
間
が
主
導
す
る
ア
ク
ア
コ

イ
ン
と
連
携
し
て
、
ス
マ
ホ
に

あ
る
歩
数
計
ア
プ
リ
に
よ
り
ポ

イ
ン
ト
を
付
与
し
、
後
日
還
元

す
る
仕
組
み
を
学
び
ま
し
た
。

富
里
市　
『
富
里
ス
イ
カ
』
ブ

ラ
ン
ド
化
の
た
め
の
取
組
」

　
学
ん
だ
こ
と

①
富
里
市
す
い
か
条
例
の
制
定

②
ス
イ
カ
生
産
支
援

③
新
規
就
農
者
確
保
の
取
組

④
有
害
鳥
獣
か
ら
の
農
産
物
被

害
防
止
対
策
へ
の
支
援

⑤
後
継
者
育
成
の
取
組

⑥
軽
ト
ラ
楽
市

八
街
市　
「
新
規
就
農
者
に
対

す
る
支
援
」

　
学
ん
だ
こ
と

①
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
立

経
緯
と
事
業
内
容

②
農
業
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事

業

館
山
市　

館
山
ジ
ビ
エ
セ
ン

タ
ー『
食
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
』

　
学
ん
だ
こ
と

①
食
の
ま
ち
づ
く
り

②
館
山
ジ
ビ
エ
セ
ン
タ
ー
の
設

立
と
取
組
内
容

③
館
山
有
害
鳥
獣
処
理
施
設

【
所
感
】  

委
員
長  

菅
野
喜
昭

　
視
察
の
冒
頭
富
里
市
長
か

ら
ご
挨
拶
が
あ
り
、
兄
弟
、

姉
妹
都
市
を
締
結
し
、
す
い

か
の
生
産
・
ブ
ラ
ン
ド
化
に

つ
い
て
の
言
及
が
あ
り
ま
し

た
。
富
里
市
と
し
て
も
、
生

産
・
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
い
て

色
々
と
工
夫
が
な
さ
れ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
当
市
と
し
て

も
、
姉
妹
都
市
締
結
を
実
施

し
、
お
互
い
に
切
磋
琢
磨
し

さ
ら
な
る
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推

進
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

議
会
基
本
条
例
の
検
証

　
横
手
市
議
会
基
本
条
例
は
、

平
成
24
年
６
月
に
制
定
さ
れ
、

平
成
29
年
３
月
に
１
回
目
の
検

証
を
皮
切
り
に
令
和
３
年
６
月

に
４
回
目
の
検
証
結
果
を
議
会

改
革
推
進
会
議
委
員
長
よ
り
議

長
に
提
出
し
、
本
会
議
に
お
い

て
委
員
長
に
よ
る
報
告
が
な
さ

れ
て
い
る
。

　
由
利
本
荘
市
議
会
基
本
条
例

は
、
平
成
25
年
６
月
に
制
定
さ

れ
、
令
和
５
年
３
月
に
一
部
改

正
を
行
っ
て
い
る
。

検
証
サ
イ
ク
ル

　
横
手
市
議
会
は
、
２
年
毎
に

委
員
会
の
改
選
が
行
わ
れ
る
こ

と
か
ら
２
年
間
の
議
会
改
革
推

進
会
議
（
月
１
回
程
度
開
催
）

に
お
い
て
検
証
を
行
い
、
議
会

だ
よ
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｆ

Ｍ
「
教
え
て
！
横
手
市
議
会
」

に
て
公
開
し
て
い
る
。

　
由
利
本
荘
市
議
会
の
検
証
の

実
施
時
期
は
、
構
成
替
え
又
は

改
選
前
ま
で
に
検
証
作
業
と
そ

の
結
果
を
公
表
す
る
も
の
と
し

て
い
る
。

評
価
基
準
の
設
定

　
横
手
市
議
会
は
、
検
証
方
法

に
つ
い
て
は
、「
議
会
基
本
条

例
に
基
づ
く
活
動
評
価
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
」
を
作
成
し
、
実
績

の
洗
い
出
し
と
課
題
の
抽
出
し
、

採
点
に
よ
る
評
価
を
行
っ
て
い

る
。

　
由
利
本
荘
市
議
会
は
、「
達

成
状
況
検
証
表
」
に
よ
り
４
段

階
で
評
価
。

（
左
記
の
と
お
り
）

Ａ
：
十
分
で
き
て
い
る

Ｂ
：
概
ね
で
き
て
い
る

Ｃ
：
不
十
分
で
あ
る

Ｄ
：
で
き
て
い
な
い

―
：
検
証
対
象
外

【
所
感
】  

委
員
長  

星
川　
薫

　
本
市
議
会
も
何
を
も
っ
て

評
価
す
る
の
か
。
誰
が
評
価

す
る
の
か
な
ど
様
々
な
課
題

を
見
つ
け
ら
れ
た
こ
と
は
学

び
が
多
か
っ
た
。
本
市
議
会

基
本
条
例
の
条
文
に
は
検
証

や
評
価
が
無
い
だ
け
に
、
議

会
改
革
推
進
会
議
に
お
い
て

今
回
の
行
政
視
察
の
成
果
を

報
告
す
る
も
の
と
し
、
数
年

か
け
て
視
察
を
行
い
、
本
市

議
会
の
あ
る
べ
き
姿
を
見
つ

け
て
い
き
た
い
。

総務文教
常任委員会

議会だより
編集委員会

産業厚生
常任委員会

議会運営
委員会

災
害
を
風
化
さ
せ
な
い

不
断
の
取
り
組
み

住
民
の
声
、
斬
新
企
画
、

レ
イ
ア
ウ
ト

スイカのまち
同士の交流を

議会基本条例の
検証について

【
視
察
の
概
要
】

　
総
務
文
教
常
任
委
員
会
は
、
令
和
６
年
５
月
23
日
～
24
日
、

広
島
県
安
芸
郡
府
中
町
、
熊
野
町
、
坂
町
の
防
災
対
策
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
行
政
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
。

【
視
察
の
概
要
】

　
デ
ザ
イ
ン
や
レ
イ
ア
ウ
ト
に
優
れ
、
特
色
の
あ
る
企
画
と

共
に
町
民
の
声
を
数
多
く
掲
載
し
て
い
る
２
自
治
体
の
議
会

だ
よ
り
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。
先
進
事
例
の
研
修
の
ほ

か
、
意
見
交
換
や
本
市
議
会
だ
よ
り
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
も
実
施

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
視
察
の
概
要
】

　
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
は
、
令
和
６
年
10
月
21
日
～
23
日

ま
で
の
間
、千
葉
県
の
木
更
津
市
、富
里
市
、八
街
市
及
び
館
山

市
の
４
市
に
お
い
て
行
政
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
。

【
視
察
の
概
要
】

　
議
会
運
営
委
員
会
は
、
令
和
６
年
７
月
17
日
～
18
日
、
秋

田
県
横
手
市
、
秋
田
県
由
利
本
荘
市
の
行
政
視
察
を
実
施
し

ま
し
た
。

衛生面に配慮！
災害物資の備蓄状況を見学

視察の様子
（由利本荘市議会）

表紙の写真は毎回熱い議論を
交わされているとのこと！ 出迎えから見送りまで丁寧な対応に恐縮しました。 ポストまでスイカ！

　市長にエールを送って
　　　いただいた富里市
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北
村
山

広
域
行
政
事
務
組
合
議
会

　
令
和
６
年
12
月
19
日
に
臨
時
会
を
開
催
し
、
人

事
院
勧
告
に
伴
う
給
与
費
の
増
額
等
の
補
正
予
算

を
可
決
し
た
。

　
ま
た
、
北
村
山
教
育
賞
・
北
村
山
教
育
奨
励
賞

表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
で
活
躍

さ
れ
た
本
市
の
個
人
・
団
体
が
左
記
の
と
お
り
表

彰
さ
れ
た
。

【
北
村
山
教
育
賞
】

　
　
石
山　
　
楓
（
い
し
や
ま 
か
え
で
）
さ
ん

　
　
髙
橋　
亜
珠
（
た
か
は
し 
あ
み
）　  

さ
ん

【
北
村
山
教
育
奨
励
賞
】

　
　
尾
花
沢
市
立
尾
花
沢
中
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
男
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

北
村
山
公
立
病
院
組
合
議
会

５
議
案
可
決
・
同
意

１　
北
村
山
公
立
病
院
組
合
議
会
は
、
第
３
回

定
例
会
を
12
月
24
日
に
東
根
市
議
場
で
開

催
し
、
２
０
２
４
年
度
事
業
会
計
補
正
予

算
や
人
事
案
件
及
び
病
院
一
般
職
の
給
与

条
例
改
正
な
ど
５
議
案
を
原
案
通
り
可
決
・

同
意
し
、
閉
会
し
た
。

２　
概　
要

　
⑴　
事
業
会
計
補
正
予
算

患
者
数
増
な
ど
に
よ
り
、
病
院
事
業
収
益

は
５
２
１
７
万
円
増
の
52
億
５
６
４
１
万

円
、　

事
業
費
用
は
３
１
７
２
万
円
増
の

59
億
６
７
７
万
円
に
補
正
し
た
。

　
⑵　
人
事
案
件

任
期
満
了
に
伴
う
人
事
案
で
は
、
組
合
監

査
委
員
に
古
瀨
忠
昭
氏
（
71
）
＝
村
山
市

楯
岡
晦
日
町
＝
を
再
任
す
る
こ
と
に
同
意

し
た
。
任
期
は
４
年
。

尾
花
沢
市
大
石
田
町

環
境
衛
生
事
業
組
合
議
会

　
10
月
24
日
、
組
合
議
場
に
て
10
月
定
例
会
を
開

催
し
、
令
和
５
年
度
組
合
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
ほ
か
、
決
算
認
定
議
案
４
案
件
、
剰
余

金
の
処
分
議
案
２
案
件
、
お
よ
び
令
和
６
年
度
補

正
予
算
３
案
件
を
慎
重
な
審
議
を
経
て
、
全
議
案

を
可
決
し
た
。

　
11
月
22
日
、
組
合
議
場
に
て
11
月
臨
時
会
を
開

催
し
、
欠
員
に
よ
る
議
席
の
指
定
及
び
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
の
審
議
を
行
い
可
決
し
た
。

広域組合議会の報告これからの議会の予定表

市長の隣から  石山楓さん、髙橋亜珠さんのご家族、
尾中ハンド部の三浦海輝さん、奥山圭介さん

　全面的な改修を実施する為、便器、手洗器の更新の他、床・壁タイ
ル、電気設備等の更新を行う。また、施工期間は仮設トイレを設置し
対応する。改修項目ごとに係る費用の概算は下表のとおり。

改修項目 改修費用（概算）
① 大小各便器の更新及び子供用トイレの設置 407 万円
② 手洗器の更新（手洗い、洗剤、乾燥機能付き） 286 万円
③ 床下等の配管改修（漏水リスクの軽減の為） 77 万円
④ 床、壁タイル及び、天井壁紙の更新 616 万円
⑤ その他設備の改修（電気設備、追加設備） 418 万円
⑥ 工事期間中における仮設トイレ設置 154 万円
⑦ その他諸経費等 363 万円

合　　　計 2,321 万円

【斎場白菊苑トイレ改修工事】（一般会計補正予算）

２月
の予定

５日（水）
令和７年

新春林政講演会

19日（水）
議会運営委員会
会派会合

全員協議会（3月
定例会前）

20日（木）
一般質問通告締切

28日（金）
本会議（開会）

３月
の予定

3日（月）
総務文教
常任委員会

4日（火）
産業厚生
常任委員会

5日（水）
休会（事務整理日）

6日（木）
本会議（一般質問）

7日（金）
本会議（一般質問）
予算特別委員会

10日（月）
予算特別委員会
（総括質疑）

11日（火）
予算特別委員会

（総括質疑・分科会）

12日（水）
予算特別委員会
（分科会）

13日（木）
予算特別委員会
（分科会）

14日（金）
予算特別委員会
（分科会）

17日（木）
休会（事務整理日）
環境衛生事業組合議会
議会運営委員会

環境衛生事業組合議会
全員協議会

18日（金）
予算特別委員会（分科
会委員長報告）

本会議（常任委員長報告）
議会運営委員会
北村山公立病院組合
議会議会運営委員会

19日（水）
本会議（閉会）

21日（金）
環境衛生事業組合議会
3月定例会

北村山広域行政事務組合
議会議会運営委員会

26日（水）
北村山広域行政事務組合
議会議会運営委員会
北村山広域行政事務
組合議会定例会

27日（木）
北村山公立病院組合
議会全員協議会

北村山公立病院組合
議会第1回定例会
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（新）
（旧）

編集方針の作成

市民参加の強化

独創的な企画

誰もが読みやすい文字やレイアウトを追求し、どの号・どのページでも
質が守られるように本市議会だよりの編集方針作成を目指します！

市民の方を積極的に取材し、皆さんの意見や関心を反映した議会だより
となるように、双方向のコミュニケーション強化を図ります！

独創的な企画をつくり、皆さんが楽しみながら、市議会の取り組みを知って
いただけるような議会だよりを目指します！

1.

2.

3.
定例会（３月・６月・９月・12月）終了

完成・発行（５月・８月・11月・２月）

第２回～４回編集委員会の開催
一般質問や議案等のまとめと記事作成、

特集記事の取材や編集・校正等を行います。

約１か月で
作成します‼

　
令
和
５
年
７
月
の
改
選
に
伴
い
、
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
が
新
体

制
と
な
っ
て
か
ら
、
今
回
で
６
号
目
の
発
行
と
な
り
ま
し
た
。
議
会
の

出
来
事
や
推
し
の
議
員
の
活
動
を
皆
さ
ん
に
分
か
り
や
す
く
お
伝
え
し
、

楽
し
み
な
が
ら
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
議
会
だ
よ
り
を
目
指
し
て

作
成
し
て
い
ま
す
。
発
行
ま
で
の
編
集
委
員
の
活
動
や
、
こ
れ
ま
で
に

行
っ
て
き
た
取
り
組
み
、
今
後
の
目
標
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

議会だより改革‼

そ
の
他 ７名の委員、一人ひとりが

　　　　一生懸命作成しています！

一般質問のレイアウト改革！

これからの取り組み！ 議会だよりの発行スケジュール！

視察で学んだ「Ｚ方式の視線誘導レイアウト」
を取り入れ、第120号から変更しました。議員
が向かい合う写真配置への変更や見出しを縦と
横に分けるなど、視線誘導のしやすさを追求し
ました。また、“議員のつぶやき” も加え議員
の思いが伝わる工夫を施しました。

R6.11.7に開催された
山形県市議会議長会

議会報研修会において、
“ 一般質問の要素、
情報の密度” が

13市中No.1の
評価をいただきました‼

今後も改善を続け、より良い議会だよりを作成していきます‼

定例会（３月・６月・９月・12月）初日
第１回編集委員会（企画会議）の開催
何を特集するか？　誰がどのページを担当するか？
委員会をいつ開催するか？　改善点などを協議します。
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“つじつまが合わない。納得いく事業遂行を” 反対討論の要旨

反対討論を行った土屋議員

議第76号
（当局による変更理由）

“
工
期
経
過
後
”
に
議
会
へ
説
明

　
12
月
２
日
、
総
務
文
教
常
任
委
員
会
に
お
い
て
、
造
成
工
事
の
変
更
契
約
案

が
示
さ
れ
た
。
当
初
の
工
期
は
11
月
29
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
工
期
が
経
過

し
た
後
で
の
説
明
と
な
っ
た
。

　
変
更
の
理
由
は
、
国
交
省
か
ら
無
償
提
供
を
受
け
る
予
定
の
盛
土
材
が
不
適

な
材
料
と
判
断
さ
れ
た
こ
と
か
ら
不
足
し
、
購
入
す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
。

ま
た
、
７
月
の
豪
雨
災
害
に
よ
っ
て
搬
入
に
遅
れ
が
生
じ
、
工
期
の
延
長
が
必

要
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
約
１
億
円
の
増
額
と
、
12
月
20
日
ま
で
工
期
延
長

を
求
め
る
内
容
で
あ
っ
た
。

生
じ
た
様
々
な
疑
義

　
当
局
か
ら
の
説
明
を
受
け
て
、
議
員
か
ら
は
、「
国
交
省
か
ら
提
供
さ
れ
る

盛
土
材
の
量
は
、
契
約
前
に
把
握
で
き
た
の
で
は
な
い
か
？
」、「
不
足
が
判
明

し
た
の
は
い
つ
か
？
」、「
な
ぜ
、
当
初
の
契
約
期
間
が
満
了
し
た
こ
の
時
期
に

議
会
へ
の
説
明
と
な
っ
た
の
か
？
」、「
こ
れ
か
ら
購
入
や
工
事
が
可
能
な
の

か
？
」
な
ど
、
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
た
。
同
時
に
、
当
局
か
ら
の
説
明
を
受

け
て
、
疑
義
が
生
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

真
相
解
明
を
求
め
て

　
12
月
12
日
、
全
会
一
致
に
よ
る
議
案
の
否
決
を

受
け
て
、
今
後
の
当
局
へ
の
対
応
に
つ
い
て
協
議

す
る
た
め
に
、
会
派
代
表
者
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。

当
局
に
対
す
る
資
料
請
求
や
、
事
前
の
質
問
事
項

の
取
り
ま
と
め
を
行
う
こ
と
と
し
、
各
会
派
に
よ

る
会
合
の
開
催
へ
と
つ
な
が
っ
た
。

全
員
協
議
会
の
開
催

　
12
月
20
日
、
全
員
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
当
局

か
ら
議
案
を
再
上
程
し
た
い
旨
の
説
明
が
行
わ

れ
た
。「
こ
れ
か
ら
盛
土
材
を
購
入
し
、
工
事
す

る
」
と
議
会
に
説
明
さ
れ
て
い
た
内
容
に
つ
い

て
は
、「
実
際
に
は
、
当
局
の
指
示
に
よ
っ
て
盛

土
材
の
購
入
と
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
た
」
と
訂

正
さ
れ
た
。
議
員
か
ら
は
、「
国
交
省
か
ら
提
供

さ
れ
る
盛
土
材
が
不
足
し
た
時
点
で
、
な
ぜ
議

会
に
説
明
が
な
か
っ
た
の
か
？
」
と
い
う
意
見

や
、「
国
交
省
が
提
供
可
能
と
判
断
し
た
盛
土
材

に
つ
い
て
、
な
ぜ
工
事
に
使
え
な
い
と
判
断
し
た

の
か
？
」、「
7
月
29
日
付
の
工
事
協
議
書
に
、
7

月
30
日
付
の
検
査
書
類
が
添
付
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
お
か
し
い
」、「
一
連
の
混
乱
を
招
い
た
こ
と
に

つ
い
て
、再
発
防
止
策
や
、何
ら
か
の
〝
け
じ
め
〟

を
と
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
？
」
な
ど
の

意
見
が
発
せ
ら
れ
た
。

そ
し
て
臨
時
会
へ

　
12
月
25
日
、
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
、

否
決
と
な
っ
た
議
案
が
再
上
程
さ
れ

た
。
市
長
よ
り
、
議
会
に
対
す
る
説

明
が
不
足
し
て
い
た
旨
の
謝
罪
が
あ
っ
た
も
の
の
、

職
員
の
処
分
に
関
す
る
規
定
に
抵
触
す
る
よ
う
な
不

手
際
は
な
く
、
事
務
の
進
め
方
に
は
何
ら
問
題
が
な

か
っ
た
と
す
る
説
明
も
行
わ
れ
た
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
に
当
局
に
よ
る
答
弁
が
二
転

三
転
し
て
い
る
こ
と
や
、
当
日
も
前
回
の
説
明
か
ら

覆
っ
た
答
弁
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
議
会
が
中
断
す
る

事
態
も
招
か
れ
た
。
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
と
な

り
、
一
転
し
て
当
該
議
案
は
承
認
さ
れ
た
。

臨時会における採決の結果
青
野
　
隆
一

×

髙
橋
　
隆
雄

○

伊
藤
　
　
浩

×

安
井
　
一
義

○

鈴
木
由
美
子

×

菅
野
　
喜
昭

○

土
屋
　
範
晃

×

和
田
　
　
哲

○

鈴
木
　
　
清

×

星
川
　
　
薫

○

菅
藤
　
昌
己

○

大
類
　
好
彦

○

畑
中
　
和
恵

○

菅
野
　
修
一

※
議
長
に
つ
き
、賛
否
に
加
わ
ら
な
い
。

全議員が反対
統合小学校建設用地造成工事

議員の“全会一致”によって、議案は 否決 となった。

①
国交省から本市へ提供可能な数量は、当初契約より前の
段階で把握することが可能ではないか？

②
10日間で、約3,500台のダンプを手配し、盛土材の購入
と敷きならし工事の実施は不可能ではないか？

③
採石業者から、８～10月までに盛土材を現場に納品済
との証言がある。すでに盛土材の購入が行われ、敷きな
らしが完了しているのではないか？

④
当局の説明に食い違いがある。国や県の検査で指摘され
ると、将来の財政運営に大きな支障をきたしかねない。
食い違う点の調査が必要ではないか？

12
月
10
日
、
大
類
好
彦
議
員
か
ら
「
議
会
の
軽
視
も
甚
だ
し
い
‼️
」
と

口
火
が
切
ら
れ
、
全
議
員
が
議
案
に
否
決
す
る
事
態
と
な
っ
た
。

１２月１０日

定例会

【契約金額】

変更前 ２億５７０万円
変更後 ３億２８４万円

国交省から無償提供を受ける
予定の盛土材約４万㎥について、
約１万６千㎥にとどまったため、
不足分を購入することとした。

  契約前に把握可能では？

【工期】

変更前 ～１１月２９日
変更後 ～１２月２０日

豪雨災害により、国交省の盛土
材の搬入が遅れた。

  工事はすでに完了している
  のでは？

賛
成「
○
」、反
対「
×
」




